
Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — — 9 6 .1 9 8 .3 7 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
校 0 5 7 1 3 5 6 5 6

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
人 0 1 6 3 9 6 2 7 4 7 0

指標１

指標２

指標３ 現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

担当課評価

・ 進捗は順調です。
・ 目標値の70名は、 14地区の子ど も サポート 委員会において、 充て職を 除く 新規加入
  委員数が、 毎年1名ずつ増えていく こ と で達成する 積み重ねの目標値であり 、 令和
  5年度ま で着実に増えていま す。
・ 今後は、 今ま で子ど も サポート 委員会で行っ てき た事業内容について効果検証や見
　 直し を 行い、 よ り 効果的な取組を 展開し ていき ま す。

施策 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

【 項目】
幼稚園・ 保育園家庭教育講座満足度

【 説明】
市内幼稚園・ 保育園の家庭教育講座受講者アン
ケート における 満足度の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校数

【 説明】
市立学校における コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校
数

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】
地域教育支援課

・ 進捗は順調です。
・ 市立保育園18園、 幼稚園1園で、 保護者会等の機会を 利用し 開催さ れた家庭教育講座
　 に、 家庭教育講座登録講師を 派遣し ま し た。
・ 全市立保育園において、 家庭教育講座が開催さ れる よ う 支援し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調です。
・ 令和2、 3年度のモデル校に加え、 令和4年度の先行実施校の取組を 参考に、 令和5
　 年度には、 全市立学校に学校運営協議会を 設置する こ と ができ ま し た。
・ 今後は、 継続的に参画でき る 人材の確保等、 各コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの取組が
　 充実する よ う 支援を 進めていき ま す。

実　 　 績　 　 値

【 担当課】
地域教育支援課

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
各地区子ど も サポート 委員会新規加
入委員数

【 説明】
各地区子ど も サポート 委員会への新規加入委員数

単位
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総合評価

Ａ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標２ の「 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校数」 については、 令和5年度から は全
市立学校に学校運営協議会を 設置する こ と ができ 、 目標を 達成し ま し た。
　 全ての指標について目標を 達成し ていま すが、 今後は、 継続的に参画でき る 人材を
確保する 等、 各コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの取組が充実する よ う 支援を 行う と と も に、
今ま で子ど も サポート 委員会で行っ てき た事業内容について効果検証や見直し を 行
い、 よ り 効果的な取組を 展開する こ と で、 家庭・ 地域の教育力の向上を 図り ま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 学校運営協議会は、 設置し たこ と の効果がき ちんと 出る こ と が必要である 。 他校の
　 好事例を 共有し ながら 、 導入し たあと の運用を し っ かり と 管理する こ と が必要であ
　 る 。
・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールについては、 地域に理解が進むこ と で、 外部人材の確保
　 や地域のコ ミ ュ ニティ の活性化にも つながる 、 大き な可能性がある と 考えている 。
　 こ の業務を １ つの課のみで行う のではなく 、 ワ ーキン ググループのよ う なも のを 作
　 り 、 他の課と の横の連携など も 考えていただき たい。
・ 放課後子供教室は、 継続し ていく こ と でこ ど も と 地域が密接に関わっ ていき 、 こ ど
　 も と 地域のよ い交流の場にも なっ ている ため、 新し く 実施し ていく 放課後子供教室
　 についても 、 他の取組を 情報共有し ながら よ り よ い取組になる よ う 引き 続き 取り 組
　 んでいただき たい。
・ 子ど も サポート 事業も 含めて、 同じ 人が関わっ ている こ と がよ く ある ため、 組織が
　 形骸化し ないよ う な仕組みづく り が大切だと 考えている 。
・ 公民館登録グループは需要がある 事を 実感し ており 、 誰一人取り 残さ ない市のサポ
　 ート を 考える と 、 公民館登録グループについては、 今後も 継続し ていただき たい。
・ 公民館登録グループでなく ても 、 事業の企画提案ができ る よ う にし た公民館の運営
　 を 考える こ と も 必要である 。

施策
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 身近な地域や学校を はじ めと する 豊かなつながり の中で家庭教育が行われる よ う 、 指導者の
　 養成に努めま す。
・ 乳幼児の親や児童生徒の保護者を 対象に、 子ど も の成長・ 発達段階に応じ た家庭教育に関す
　 る 学習機会を 提供し ま す。
・ 小・ 中学校Ｐ Ｔ Ａ で実施し ている 家庭教育学級の企画運営に関する 情報提供等を 行う こ と
　 で、 家庭教育学級の充実を 図り 、 家庭教育の意義や役割に関し ての保護者の学びを 支援し 、
　 家庭での教育力の向上を 目指し ま す。
・ 家庭教育支援の更なる 充実のため、 関係機関と 連携・ 協力し ながら 今後の方策について研究
　 を 進めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 家庭教育講座登録講師研修会　 実施回数　 1回　 参加者数8名
・ 幼稚園・ 保育園家庭教育講座　 実施講座数　 19回　 実施保育園　 18園　 参加者数329名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実施幼稚園　  1園　 参加者数 34名
・ 親の学習講座　 実施校数　 25校　 参加者数1, 918名
　 （ 市費講師の未派遣校　 2校　 参加者数149名を 含む）
・ 高等学校家庭教育講座　 参加者数130名
・ Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営講座　 参加者数74名

現 状 ・ 課 題

・ 保育園家庭教育講座は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と から 、 実施
　 園数が増加し ま し た。
・ 市内のＰ Ｔ Ａ が実施する 家庭教育学級を 支援する こ と で小・ 中学校児童生徒の保護者に対す
　 る 家庭教育の機会の提供を 行っ ていま す。

・ こ ど も の発達段階に応じ た家庭教育に関する 学習機会の提供には、 市内小・ 中学校Ｐ Ｔ Ａ が
　 実施し ている 家庭教育学級の充実が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級充実の支援策と し て、 Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営講座、 家庭教育学級講師
　 謝金支援事業に加え、 Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営のためのマニュ アルの作成や事例紹介につい
　 て実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市Ｐ Ｔ Ａ 連合会
　 広報紙「 Ｐ 連かわごえ」 を 年2回発行（ 7月、 12月）
　 広報紙コ ンク ール（ 8月） を 開催　 Ｐ Ｔ Ａ 講演会（ 12月） 開催
・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会
　 広報「 ひろば」 を 年3回発行（ 7月、 1月、 3月）
　 ジュ ニアリ ーダーを 養成・ 認定する ためのジュ ニアリ ーダース ク ール（ 5回） 、 ジュ ニアリ ー
　 ダーを 育成する ためのジュ ニアリ ーダー研修（ 8回） を 実施
　 新育成者研修会（ 2月） 、 川越市子ど も 会かる た大会（ 11月） を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 川越市Ｐ Ｔ Ａ 連合会事業は、 開催方法等を 工夫し ながら ほと んど の事業を 実施し ま し た。
・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会事業については、 感染症の影響を 受ける こ と なく 、 4年
　 ぶり に全ての事業を 実施する こ と ができ ま し た。 ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登録者数につい
　 ては、 コ ロ ナ禍のため活動ができ なかっ た期間が影響し 、 登録者が減少する と と も に退会者
　 が増える など 全体数が減少し ま し た。

・ ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登録者が減少し ている ため、 将来、 地域を 担っ ていく 人材を 育成
　 する 観点から も 、 登録者数の増加が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会に対し 、 ジュ ニアリ ーダーの活動についての広報活動や
　 養成など の支援を 行いま す。

成 果 実 績

細 施 策 ②社会教育関係団体への支援

施 策 の 内 容
・ 子ど も たちの学びや体験活動の充実を 図る ため、 Ｐ Ｔ Ａ や子ど も 会育成会など の社会教育関
　 係団体の活動を 支援する と と も に、 時代や社会情勢の変化に応じ た活動の在り 方、 支援方法
　 を 、 関係機関と 協議・ 検討し ま す。

ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登
録者数（ 名）

337 294 234

地域教育支援課

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

Ｐ Ｔ Ａ 講演会参加者数（ 名） 80 146 159

①家庭教育の支援

(1 )家庭や地域の教育力向上
担当課

細 施 策
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの導入を 促進し 、 「 地域と と も にあ る 学校づく り 」 を 進める こ と
　 で、 学校と 地域の協働によ る 学校教育の充実を 図り ま す。
・ 学校運営協議会を 通し て、 地域の教育力を 有効に生かし 、 学習支援等の具体的支援を 得て、
　 教育活動の充実を 図り ま す。
・ 令和5年度に、 市立学校における 学校評議員制度を コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールへ移行し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 全市立学校56校に、 学校運営協議会を 設置
・ 教職員等を 対象にし た研修会（ 外部講師の招聘、 グループ協議） 　 1回
・ 管理職等を 対象にし た研修会（ 先行実施校校長によ る パネルディ ス カッ ショ ン ） 1回
・ かわごえミ ド ルリ ーダー研修会（ 講義、 グループ協議） 1回

現 状 ・ 課 題

・ 全市立学校56校に学校運営協議会を 設置し ま し た。
・ 各協議会において取組の推進状況に違いがあり ま す。

・ 引き 続き 、 保護者や地域住民に、 学校運営協議会の設置やその活動について周知を 行う 必要
　 があ り ま す。
・ 継続的に参画でき る 人材や地域と 学校を つなぐ コ ーディ ネータ ーの確保や発掘の必要があり
　 ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地域と 学校を つなぐ コ ーディ ネータ ーの配置に向けた方策を 検討し ていき ま す。
・ 管理職を はじ めと する 学校職員や保護者並びに地域住民等を 対象と し た活動報告会や、 外部
  指導者によ る 研修等を 継続し ていく 予定です。

施 策 の 内 容

・ 地域の教育活動を 充実さ せる ため、 公民館ま つり 等を 開催し 、 発表の場を 提供する など 、 公
　 民館登録グループを 支援する と と も に、 公民館登録グループと 協力し 公開講座を 開催し ま
　 す。
・ ボラ ンティ ア養成講座など を 実施する こ と によ り 、 公民館活動を 通じ た地域の教育活動の担
　 い手の育成を 図り ま す。

細 施 策 ①コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの導入の推進

・ 公民館ま つり 　 17事業実施
・ 公民館登録グループの公開講座 85事業実施　 延べ参加者数 1, 919名
・ ボラ ンティ ア養成講座 8事業実施　 延べ参加者数 221名

現 状 ・ 課 題

・ 公民館ま つり は、 17事業実施する こ と ができ ま し た。
・ 登録グループの公開講座は、 令和4年度の67事業に比べ増えま し たが、 延べ参加者が減少し
　 ま し た。

・ 高齢化の進む登録グループが多く 、 年々登録数が減少し ている ため、 公民館活動の活性化に
　 懸念があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 公民館登録グループを 増やすための取組を 継続する ほか、 ボラ ン ティ ア養成講座など の登録
　 グループに限ら ない地域教育活動の担い手の発掘、 育成の取組について引き 続き 検討し ま
　 す。

令和5 年度の
主 な 実 績

学校管理課

細 施 策 ③地域の教育活動への支援

(1 )家庭や地域の教育力向上
担当課

中央公民館

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 各学校において、 適切に学校評価が行われる よ う 、 年度当初に学校評価の実施時期や方法等
  を 周知し ま す。
・ 積極的に学校を 公開する と と も に、 評価者等には、 学校評価の評価項目を 事前に知ら せる な
　 ど 、 学校関係者評価が円滑に進むよ う な方法について情報提供を 行いま す。

細 施 策 ③学校評価の活用

施 策 の 内 容
・ 学校が設定し た目標の達成度や状況を 明ら かにし て、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルによ る 学校の自己評
　 価、 外部アン ケート の実施、 学校関係者評価など を 通し て、 教育活動等の成果を 検証し 、 学
　 校運営の改善と 充実を 図る と と も に、 地域に開かれた特色あ る 学校づく り を 目指し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学校評価を 実施し た学校数 56校（ 市立学校全校）

現 状 ・ 課 題

・ 教職員によ る 自己評価、 児童生徒やその保護者など 外部アン ケート の実施、 学校関係者評価
  を 実施する など 、 全ての学校が適切に学校評価を 実施し ていま す。

・ 学校関係者評価の評価者等に対し 、 学校の方針や実際の教育活動等について、 よ く 知り 、
　 よ く 理解し ても ら う こ と が必要です。

担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

学校評価を 実施し た学校数
（ 校）

56 56 56

施 策 の 内 容

・ 小、 中、 特別支援学校が特色ある 学校づく り を 推進し ていく ため、 多様な体験活動が展開で
　 き る よ う に関係団体や地域住民と 連携し 、 各学校の学校教育活動の一層の充実を 図り ま す。
・ 地域人材を 活用し 、 専門的知識、 技能の習得、 地域に根ざし た教育等、 指導力の向上を 図り
　 ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 地域人材活用事業実施回数　 273回

現 状 ・ 課 題

・ 各学校において、 多様な体験活動が展開でき る よ う 地域住民等と の連携を 図っ ていま す。
・ 学校運営協議会の熟議を 通じ て、 地域住民が積極的に学校運営に参画し ている 学校が増
　 えていま す。

・ 教育活動の充実のため、 よ り 一層の外部人材の活用が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地域人材活用事業の趣旨を 周知し 、 積極的な外部人材の活用を 図り ま す。
・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールによ る 地域住民の学校運営への参画の事例を 周知し 、 よ り 一層の外
  部人材の活用が図れる よ う にし ま す。

細 施 策 ②外部人材の積極的活用

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

地域人材活用事業実施回数
（ 回）

167 268 273
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

－

現状

課題
現 状 ・ 課 題

・ 11校で放課後子供教室を 実施、 5校で試行実施し ま し た。
・ 市立川越高校、 県立川越初雁高校、 尚美学園大学と 連携し 、 学生ボラ ン ティ アの協力を 得ら
　 れま し た。

・ 各放課後子供教室の運営委員・ ボラ ン ティ アの確保が依然と し て、 不安定でし た。
・ 実施校が増えたこ と によ り 、 教育委員会の事務量と 、 各校に対し て行わなければなら ない支
　 援が増加し ま し た。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 持続可能な運営のため、 人材確保する ための情報収集に努めま す。
・ 各校の運営委員や事務局の事務負担軽減のため、 申込み等の手続き のオン ラ イ ン化等を 検討
　 し ま す。
・ 学生ボラ ンティ アの協力について、 引き 続き 、 近隣の高校・ 大学への働き かけを 行いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 子ど も サポート 本部会議において、 専門部会を 設置し 、 事業の方向性の決定を 図り ま す。

細 施 策 ⑤放課後子供教室の推進

施 策 の 内 容
・ 放課後、 地域住民等の参画を 得て、 学習や体験・ 交流活動を 通じ 、 子ど も たちが地域の中で
　 安全・ 安心に過ご す放課後子供教室について、 試行的実施の結果を 踏ま え、 地域の実情に合
　 わせた導入を 推進し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 放課後子供教室 実施 11校 146回 延べ参加者数 3, 588名
・ 放課後子供教室 試行実施　 5校 6回 延べ参加者数 170名

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

細 施 策 ④学校・ 家庭・ 地域の連携推進

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちの豊かな人間性や社会性など 「 生き る 力」 を 育むため、 学校、 家庭、 地域及び社
　 会教育施設が連携・ 協力し 、 人と 人のネッ ト ワ ーク の構築を 図り ながら 、 地域の特色を 生か
　 し た体験活動や学校応援団活動など 、 地域ぐ る みで子ど も たちを 育てる 取組の充実を 図り ま
　 す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 子ど も サポート 委員会によ る イ ベン ト 型事業数 63件 参加者数 3, 354名
・ 子ど も サポート 委員会によ る 学校応援団活動数 140件 参加者数 7, 571名
・ 子ど も サポート 委員会開催数 110回 参加者数 1, 597名

現 状 ・ 課 題

・ コ ロ ナ禍で中止し ていた活動が再開さ れ、 前年度よ り 多く の事業数及び参加者数でし たが、
　 コ ロ ナ禍前ま でと はいき ま せんでし た。 社会情勢の変化に対応し 、 持続可能な事業にする た
　 め、 各地区が学校と 連携し 、 こ ど も 達の実態に即し て活動内容の改善を 行い始めていま す。

・ 社会情勢の変化に伴い、 事業の方向性、 活動内容の見直し を 図る 必要があり ま す。

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課

地域教育支援課

放課後子供教室実施校数
（ 校）

4 11 16
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